
第5回「国民的スポーツの資格備える」 
 

 「スポーツ吹矢」は老若男女、身体の不自由な人にも楽しめて健康

になれます。それだけでなく仲間作りにも役立ち、生き甲斐にもなり

ます。青柳清は、そんな無限の可能性を秘めた「スポーツ吹矢」を国

民的スポーツ、生涯スポーツの一つに育てたいと意気込んでいまし

た。その第一歩として青柳清は自分が組織した「スポーツ吹矢」の団

体を任意団体から公益法人の社団法人にしたい、と考えていました。 

 社団法人など公益法人は２００８年11月に制度改正されました。そ

れまでの社団法人は法律で「学術、技芸、慈善、祭紀、宗教、その他

の公益に関する社団法人又は財団法人で営利を目的としないものは主

務官庁の許可を得て設立する」と定められていました。青柳清は「ス

ポーツ吹矢」の団体を公益法人の社団法人にして社会貢献に努めれば

「スポーツ吹矢」の普及も進むと判断したのです。 

 

構想から５年「社団法人」認可 
 青柳清の願いは叶いました。 

 ２００７年４月11日、文部科学省より「スポーツ吹矢」の団体は社

団法人認可の許可証を受け取ることができました。構想から認可まで

５年の歳月を要しましたが、それでも、わずか５年で公益法人として

認可されたことは驚異で「スポーツ吹矢」の魅力が国からも認められ

た形になりました。 

 このとき青柳清は「光栄であると同時に責務の重さを痛感していま

す。今日まで団体を育て支えてくださった皆様に心から感謝します。

これからも会員の皆様のため、また社会に奉仕して参ります。団体の

内外、各界、各層の皆様のご支援を今後ともお願いします」と喜びを

語っています。 

 この間、スポーツの分野で社団法人の威力を示す出来事がありまし

た。２００４年のギリシャのアテネオリンピックを前に日本のテコン

ドー界が「全日本テコンドー協会」と「日本テコンドー連盟」に分裂



して前回のシドニーオリンピックで銅メダルをとった女子選手が日本

代表として出場できなくなったのです。五輪憲章では一国家一統括団

体の原則があったからです。大きな社会問題になりましたが、一方の

「全日本テコンドー協会」が社団法人の資格を取得したため日本オリ

ンピック協会（ＪＯＣ）が同協会を「承認団体」と認め、悲嘆にくれ

ていた女子選手は晴れてオリンピック出場がかない国民を安心させま

した。 

 このように「スポーツ吹矢」の団体が国から公益団体として認めら

れたことは「スポーツ吹矢」が国民的スポーツ、生涯スポーツの資格

を備えたことにもなり青柳清は自信を深めました。（以下次号） 

 

 
 

社団法人認可の許可証を前に喜ぶ青柳清 

（ダイセイコー社内報２００７年５月号から） 


